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上越市合併前史と市制施行50年の歩み

上越市誕生後、地域発展の歩み 高田市、直江津市合併までの歩み

４
月　
高
田
市：金
谷
村
、新
道
村
を
編
入

６
月　
直
江
津
市
制
施
行：有
田
村
、保
倉
村
、八
千
浦
村
、諏
訪
村　

　
　
　
北
部
を
編
入

11
月　
高
田
市・直
江
津
市・春
日
村
に
よ
る
申
合
書
を
交
換

２
月　
高
田
市：津
有
村
、春
日
村
、三
郷
村
、和
田
村
北
部
、諏
訪
村　

　
　
　
南
部
を
編
入

４
月　
直
江
津
市：谷
浜
村
、桑
取
村
、高
田
市
五
智
地
区
を
編
入

６
月　
高
田
市：新
井
市
稲
荷
地
区
を
編
入

11
月　
高
田
直
江
津
両
市
振
興
促
進
協
議
会
が
結
成

４
月　
直
江
津
市：高
田
市
三
交・石
橋
地
区
ほ
か
を
編
入

　
　
　
上
越
中
心
都
市
建
設
促
進
協
議
会
が
結
成

11
月　
高
田
市：高
士
村
を
編
入

９
月　
高
田
市
制
50
年（
市
制
施
行：明
治
44
年
９
月
）

５
月　
高
田
青
年
会
議
所
発
会

５
月　
直
江
津
青
年
会
議
所
発
会

11
月　
上
越
広
域
都
市
建
設
促
進
協
議
会
設
立

　
　
　
（
高
田
市・直
江
津
市・新
井
市・頸
城
村・大
潟
町
）

１
月　
高
田・直
江
津
青
年
会
議
所
が
合
併

11
月　
高
田
直
江
津
青
年
会
議
所
が
合
併
協
議
会
設
置
の
請
願
書
を　

　
　
　
高
田
市・直
江
津
市
に
提
出

９
月　
第
１
回
合
併
協
議
会
開
催

４
月　

�

上
越
市
誕
生（
高
田
市
と
直
江
津
市
が
合
併
） 【
写
真
①
】

６
月　
初
代
市
長
に
小
山
元
一
氏
就
任

４
月　
総
合
博
物
館
開
館

５
月　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
発
足

２
月　
二
代
目
市
長
に
植
木
公
氏
就
任

10
月　

�

国
道
８
号
直
江
津
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

３
月　
市
役
所
新
庁
舎
完
成 【
写
真
②
】

４
月　
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

７
月　
第
１
回
上
越
ま
つ
り
開
催

３
月　
直
江
津
港
に
５
万
ト
ン
級
岸
壁
完
成

８
月　
第
１
回
は
す
ま
つ
り
開
催

５
月　
上
越
文
化
会
館
開
館

10
月　
上
越
教
育
大
学
開
学 【
写
真
③
】

上越市合併前史と市制施行50年の歩み

地
域
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た

高
田
市
と
直
江
津
市
の
合
併

　
戦
後
、
我
が
国
で
は
、
地
方
自
治
制
度
の

抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
中
学
校
の
設
置
や
消
防
な
ど
を
住
民
に

近
い
行
政
で
行
う
こ
と
や
、
財
政
力
が
十
分

で
な
い
地
域
で
も
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
市
町
村
の

権
限
や
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
こ
の
動
き
を
受
け
、
昭
和
30
年
前
後
の
上

越
地
域
で
は
、
城
下
町
が
由
来
の
高
田
市
や

港
町
の
直
江
津
市
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
近

隣
町
村
と
の
合
併
が
進
み
ま
す
。

　

両
市
の
間
の
春
日
村
で
は
、
お
の
お
の
か

ら
合
併
の
働
き
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、
将

来
の
発
展
を
見
据
え
て
、
上
越
地
域
の
拠
点

を
目
指
す
三
つ
の
自
治
体
の
合
併
を
提
案
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
経
て
春
日
村

は
二
つ
に
分
か
れ
、
両
市
と
そ
れ
ぞ
れ
合
併

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、三
つ
の
自
治
体
は
「
近

い
将
来
に
高
田
と
直
江
津
も
合
併
し
、
上
越

地
域
の
中
心
都
市
を
つ
く
る
」
旨
を
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
内
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り

ま
す
。
高
田
市
と
直
江
津
市
で
も
、
産
業
の
中

心
が
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
移
り
、
住
宅
地

な
ど
も
広
が
る
中
、
旧
春
日
村
の
区
域
に
も
市

街
地
が
発
展
し
、
現
在
の
上
越
大
通
り
を
中
心

に
ま
ち
が
一
体
化
し
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
市
を

中
心
に
巨
大
港
湾
の
整
備
や
大
学
の
学
部
集
約
、

民
放
テ
レ
ビ
局
の
開
設
な
ど
が
相
次
ぎ
、
上
越

地
域
に
お
い
て
も
、
地
域
の
拠
点
性
を
高
め
よ

う
と
の
機
運
が
高
ま
り
ま
す
。

　
昭
和
40
年
代
に
入
る
と
、
若
い
世
代
を
中

心
に
両
市
の
合
併
を
求
め
る
運
動
が
熱
心
に

行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
の
理
解
や
支
持
を
得

て
両
市
の
議
会
で
合
併
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
昭
和
46
年
４
月
、
拠
点
性
を

高
め
た
都
市
を
目
指
し
、
上
越
市
が
生
ま
れ

た
の
で
す
。

名
実
と
も
に
、地
域
の
拠
点
都
市
へ

　
地
域
を
代
表
す
る
都
市
と
な
っ
た
上
越
市

で
は
、
大
規
模
な
施
策
が
進
み
ま
す
。
高
田

や
直
江
津
の
隣
接
地
域
で
は
、
１
９
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
区
画
整
理
に
よ
り
都
市
基
盤

が
整
い
ま
し
た
。
新
市
役
所
や
文
化
会
館
な

ど
は
高
田
と
直
江
津
の
中
間
の
現
在
の
位
置

に
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
総
合
博
物
館
や
水
族

博
物
館
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
な
ど
、

上
越
地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
53
年
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
誘
致
運
動

に
よ
り
、
我
が
国
初
と
な
る
、
教
員
養
成
な
ど

を
目
的
と
し
た
上
越
教
育
大
学
が
開
学
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
上
越
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

で
し
た
が
、
合
併
を
機
に
そ
の
存
在
感
は
高

ま
り
ま
す
。

10
月　
総
合
体
育
館
、勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館
オ
ー
プ
ン

７
月　
水
族
博
物
館
開
館（
５
代
目
）

４
月　

�

保
健
セ
ン
タ
ー
、休
日
急
患
診
療
所
開
設

10
月　
上
越
大
橋
完
成

11
月　

�

北
陸
自
動
車
道
米
山
〜
上
越
間
開
通

10
月　

�

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
、上
越
科
学
館
開
館 【
前
頁
写
真
④
】

10
月　
正
善
寺
ダ
ム
完
成

２
月　

�

昭
和
59
年
か
ら
３
年
連
続
の
豪
雪

　
　
　
昭
和
61
年
は
３
２
４
㌢
で
戦
後
最
高
を
記
録

６
月　
春
日
山
橋
開
通

７
月　
稲
田
橋
開
通（
架
け
替
え
）

７
月　
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通

　
　
　
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

11
月　
直
江
津
橋
開
通（
架
け
替
え
）

３
月　

�

公
共
下
水
道
、直
江
津
地
区
で
一
部
供
用
開
始

４
月　
レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ン
タ
ー
開
所

４
月　
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
開
所

７
月　
上
越
ま
つ
り
で
50
年
ぶ
り
に
神
輿
の
川
下
り
復
活

　
　
　
国
道
18
号
上
新
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

４
月　
日
本
ス
キ
ー
発
祥
記
念
館
開
館

４
月　

�

高
田
城
三
重
櫓
復
元
、旧
師
団
長
官
舎
移
築
完
成 【
写
真
⑤
】

11
月　
三
代
目
市
長
に
宮
越
馨
氏
就
任

４
月　
県
立
看
護
短
期
大
学
開
学

５
月　
荒
川
橋
開
通（
架
け
替
え
）

７
月　
高
田
図
書
館
開
館

２
月　
第
１
回
レ
ル
ヒ
祭
開
催

７
月　

�

７･

11
水
害（
２
日
間
で
総
雨
量
２
０
２
㍉
を
記
録
） 【
写
真
⑥
】

６
月　

�

春
日
山
城
史
跡
広
場「
も
の
が
た
り
館
」完
成

10
月　

�

第
１
回
え
ち
ご・く
び
き
野
１
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン
開
催

１
月　
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
事
故

３
月　
ほ
く
ほ
く
線
開
業

４
月　

�

雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
、エ
フ
エ
ム
上
越
開
局

　
　
　
山
麓
線
が
中
田
原
ま
で
開
通 【
写
真
⑦
】

　
　
　

�

ヨ
ー
デ
ル
金
谷
、正
善
寺
工
房
、く
わ
ど
り
湯
っ
た
り
村
オ
ー
プ
ン

１
９
５
４　
昭
和
29

１
９
５
５　
　
　
30

１
９
５
６　
　
　
31

１
９
５
８　
　
　
33

１
９
５
９　
　
　
34

１
９
６
１　
　
　
36

１
９
６
３　
　
　
38

１
９
６
４　
　
　
39

１
９
６
６　
　
　
41

１
９
６
９　
　
　
44

１
９
７
０　
　
　
45

１
９
７
１　
昭
和
46

１
９
７
２　
　
　
47

１
９
７
４　
　
　
49

１
９
７
６　
　
　
51

１
９
７
７　
　
　
52

１
９
７
８　
　
　
53

１
９
７
９　
　
　
54

１
９
８
０　
　
　
55

１
９
８
２　
　
　
57

１
９
８
３　
　
　
58

１
９
８
４　
　
　
59

１
９
８
６　
　
　
61

１
９
８
７　
　
　
62

１
９
８
８　
　
　
63

１
９
８
９　
平
成
元

１
９
９
０　
　
　
２

１
９
９
１　
　
　
３

１
９
９
２　
　
　
４

１
９
９
３　
　
　
５

１
９
９
４　
　
　
６

１
９
９
５　
　
　
７

１
９
９
６　
　
　
８

１
９
９
７　
　
　
９

１
９
９
９　
　
　
11

S46.４ 上越市誕生
①⑤ ③⑦ ②⑥ ④⑧

S51.３ 市役所新庁舎完成H５.４ 高田城三重櫓復元H７.７ ７.11水害H11.10 上信越自動車道全線開
通、北陸自動車道４車線化完成

H11.４ 山麓線が中田原まで開通 S59.10 リージョンプラザ上越
オープン

S53.10 上越教育大学開学

青色＝施設やインフラなどの整備に
　　　関する出来事
緑色＝イベントなどに関する出来事
赤色＝自然災害などに関する出来事

年表中の色分け
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上越市合併前史と市制施行50年の歩み

上越市誕生後、地域発展の歩み14市町村が一体となった「新たな上越市」の歩み

　
従
来
か
ら
の
市
街
地
に
は
大
型
店
の
出
店

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
車
社
会
が
本
格
化
す
る

と
、
国
道
の
バ
イ
パ
ス
や
高
速
道
路
の
開
通

に
伴
い
都
市
の
姿
も
変
わ
り
、
郊
外
型
大
型

店
が
進
出
し
、商
圏
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、

高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
直
江
津
港
の
整
備

が
進
み
、
周
辺
の
化
学
・
金
属
工
業
が
発
展

し
ま
す
。
石
油
危
機
を
経
た
安
定
成
長
期
に

は
、
次
第
に
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
電
子
部
品
な
ど
の
製
造
拠
点
が
置
か

れ
、
今
日
の
Ｉ
Ｔ
社
会
の
基
盤
と
な
る
産
業

も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
首
都
圏
と
北
陸
や
関
西
を
結
ぶ
新

幹
線
の
整
備
も
、
熱
烈
な
誘
致
運
動
を
経
て

上
越
市
を
経
由
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
現
在

の
上
越
妙
高
駅
の
誕
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
方
、
国
内
で
は
、
経
済
の
実
態
と
不
動

産
な
ど
の
価
格
が
か
け
離
れ
た
バ
ブ
ル
経
済

が
平
成
初
期
に
終
わ
り
、
戦
後
初
め
て
経
済

成
長
が
長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、増
加
を
続
け
た
我
が
国
の
総
人
口
は
、

平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に
、
予
想
を
超
え
た
少

子
高
齢
化
に
よ
り
減
少
局
面
を
迎
え
ま
す
。

未
来
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
、

14
の
個
性
が
一
体
と
な
っ
て

　
上
越
市
で
は
、
住
民
や
企
業
の
活
動
範
囲

は
、
交
通
基
盤
の
整
備
な
ど
に
よ
り
一
層
広

が
り
ま
し
た
。
近
隣
町
村
の
多
く
の
住
民
が

通
勤
や
買
い
物
な
ど
の
た
め
に
上
越
市
を
訪

れ
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
市
経
済
の
大
き
な

支
え
に
な
る
と
い
う
、
相
互
の
関
係
性
は
深

い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
住
民
の
考
え
を

自
治
体
運
営
に
一
層
反
映
で
き
る
よ
う
、
地

方
へ
の
権
限
や
財
源
の
移
譲
を
平
成
12
年
度

か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
国
や
地
方
の
財

政
状
況
の
悪
化
も
あ
り
、
権
限
な
ど
の
受
け

皿
を
強
化
す
る
市
町
村
合
併
が
全
国
で
進
み

ま
す
。

　
国
や
地
方
の
問
題
は
上
越
市
で
も
同
様
で

あ
り
、
高
齢
化
な
ど
で
は
一
層
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
主
要
産
業
の
農
業
や
建
設
業・

製
造
業
は
、
時
代
の
変
化
に
大
き
な
影
響
を

受
け
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
加
え
て
、
多
く
の
町
村
で
は
、
こ

れ
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
財
政
状
況
で
あ
っ

た
た
め
、
将
来
、
更
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
上
越
地
域

14
市
町
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
そ
れ
ま

で
個
々
で
積
み
重
ね
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の

実
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、
長
期
的
な
視
野
に
立

ち
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
方
向
性

を
共
有
し
、
平
成
17
年
１
月
に
合
併
し
ま
し

た
。
14
市
町
村
は
、
運
命
共
同
体
と
し
て
共

に
歩
む
と
と
も
に
、
自
主
自
立
の
精
神
に
根

差
し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
を
選
択
し

た
の
で
す
。

１
９
９
９　
平
成
11

２
０
０
０　
　
　
12

２
０
０
１　
　
　
13

２
０
０
２　
　
　
14

２
０
０
３　
　
　
15

２
０
０
４　
　
　
16

２
０
０
５　
平
成
17

２
０
０
７　
　
　
19

２
０
０
８　
　
　
20

２
０
０
９　
　
　
21

２
０
１
０　
　
　
22

２
０
１
１　
　
　
23

８
月　

�

直
江
津
東
ふ
頭
に
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
完
成

10
月　

�

上
信
越
自
動
車
道
全
線
開
通
、北
陸
自
動
車
道
４
車
線
化
完
成

３
月　
上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
開
院　
　
　
　
　
【
前
頁
写
真
⑧
】

４
月　

�

直
江
津
橋
上
駅
開
業
、南
北
自
由
通
路
竣
工 【
写
真
⑨
】

５
月　
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
竣
工

３
月　
市
民
プ
ラ
ザ
全
館
オ
ー
プ
ン 【
写
真
⑩
】

４
月　
小
林
古
径
邸
オ
ー
プ
ン

11
月　
四
代
目
市
長
に
木
浦
正
幸
氏
就
任

４
月　
県
立
看
護
大
学
開
学

　
　
　
高
田
城
本
丸
へ
渡
る
極
楽
橋
を
復
元

５
月　
マ
リ
ー
ナ
上
越
完
成

10
月　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
開
館

５
月　
謙
信
公
大
橋
開
通

８
月　

�
14
市
町
村
に
よ
る
上
越
地
域
合
併
協
議
会
を
設
置

10
月　
柿
崎
川
ダ
ム
完
成

10
月　

�

新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生　
市
内
で
最
大
震
度
５
強
を
記
録

１
月　
近
隣
13
町
村
と
の
合
併 【
写
真
⑪
】

　
　
　

�

13
の
地
域
自
治
区
に
地
域
協
議
会
を
設
置

10
月　
小
川
未
明
文
学
館
開
館

４
月　
特
例
市
に
移
行

７
月　

�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発
生　
市
内
で
震
度
６
弱
を
記
録

４
月　
上
越
市
自
治
基
本
条
例
施
行

７
月　

�

上
越
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、春
日
謙
信
交
流
館
オ
ー
プ
ン

４
月　
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
全
館
オ
ー
プ
ン

９
月　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
開
催

10
月　
市
全
域
で
地
域
自
治
区
制
度
を
施
行

11
月　
五
代
目
市
長
に
村
山
秀
幸
氏
就
任

３
月　

�

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路 

浦
川
原
〜
安
塚
間
開
通

10
月　

�

直
江
津
学
び
の
交
流
館·

直
江
津
図
書
館
開
館

１
月　

�

日
本
ス
キ
ー
発
祥
１
０
０
周
年
記
念
式
典
開
催

２
月　

�

高
田
地
区
29
町
内
で
一
斉
雪
下
ろ
し·

排
雪
を
実
施

３
月　

�

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生　
市
内
で
最
大
震
度
４
を
記
録

　
　
　

�

長
野
県
北
部
地
震
が
発
生　
市
内
で
最
大
震
度
５
強
を
記
録

11
月　

�

直
江
津
港
が
日
本
海
側
拠
点
港（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）に
選
定

３
月　

�

板
倉
区
国
川
で
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生

３
月　

�

旧
大
和
上
越
店
跡
地
に
イ
レ
ブ
ン
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

４
月　

�

旧
高
田
共
同
ビ
ル
跡
地
に
整
備
さ
れ
た「
あ
す
と
ぴ
あ
高
田
」

内
に「
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
」が
オ
ー
プ
ン

９
月　

�

児
童
養
護
施
設
若
竹
寮
を
移
転
新
築

７
月　
高
田
開
府
４
０
０
年
祭
、記
念
式
典
を
開
催 【
前
頁
写
真
⑫
】

３
月　
北
陸
新
幹
線
長
野
〜
金
沢
間
開
業 【
写
真
⑬
】

　
　
　

�

上
越
妙
高
駅
、え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
が
開
業

　
　
　

�

都
市
計
画
道
路「
飯
門
田
新
田
線
」開
通

４
月　

�

釜
蓋
遺
跡
公
園
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
オ
ー
プ
ン

４
月　

�

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道「
え
ち
ご
ト
キ
め
き
リ
ゾ
ー
ト
雪
月
花
」

運
行
開
始

10
月　
ド
イ
ツ
体
操
連
盟
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

　
　
　
競
技
大
会
に
お
け
る「
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結

９
月　

�

現
在
の
高
田
城
址
公
園
内
の
陸
上
競
技
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
開
館

10
月　

�

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
開
所

３
月　

�

現
在
の
高
田
城
址
公
園
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
跡
地
を

　
　
　
芝
生
公
園
な
ど
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

４
月　
高
田
ま
ち
か
ど
交
流
館
オ
ー
プ
ン

６
月　

�

水
族
博
物
館
う
み
が
た
り
開
館 【
写
真
⑭
】

７
月　
歴
史
博
物
館
開
館

３
月　
上
越
三
和
道
路
寺·

鶴
町
間
開
通

４
月　
ラ
イ
オ
ン
像
の
あ
る
館
オ
ー
プ
ン

５
月　

�

う
み
が
た
り
の
来
館
者
が
１
０
０
万
人
を
超
え
る

12
月　

�

県
立
武
道
館 

謙
信
公
武
道
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　

�

上
信
越
自
動
車
道
全
線
４
車
線
化

１
月　

�

上
越
体
操
場
ジ
ム
リ
ー
ナ
オ
ー
プ
ン 【
写
真
⑮
】

２
月　

�

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

３
月　

�

上
越
地
域
消
防
局
、上
越
消
防
署
が
運
用
を
開
始 【
写
真
⑯
】

10
月　

�

小
林
古
径
記
念
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

11
月　

�

ガ
ス
水
道
局
が
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始

１
月　
高
田
地
区
35
町
内
で
一
斉
雪
下
ろ
し・排
雪
を
実
施

４
月　
旧
師
団
長
官
舎
、旧
今
井
染
物
屋
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン�

２
０
１
２　
　
　
24

２
０
１
３　
　
　
25

２
０
１
４　
　
　
26

２
０
１
５　
　
　
27

２
０
１
６　
　
　
28

２
０
１
７　
　
　
29

２
０
１
８　
　
　
30

２
０
１
９　
　
　
31

　
　
　
　
　
令
和
元

２
０
２
０　
　
　
２

２
０
２
１　
　
　
３

H30.６ うみがたりオープン H12.４直江津駅、自由通路竣工H13.３ 市民プラザ全館オープンH17.１ 近隣13町村と合併H26.７ 高田開府400年祭開催H27.３ 北陸新幹線長野・金沢
間開業

R２.３ 上越地域消防局運用開始
⑨⑬ ⑪⑮ ⑩⑭⑯

R２.１ ジムリーナオープン
⑫
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このアイスアリーナでは国体
も開かれたんですよ。元々、
そういう規格にしようと。
拠点化をにらんだ動きですね。

上越市長
村山 秀幸

上越商工会議所 会頭
髙橋 信雄 さん

　上越地域の文化とスポーツの拠点
として、高田と直江津の中間に位置
する下門前地内に建設され、上越科
学館とともに昭和59年10月1日に
オープン。アイスアリーナは５月末
まで利用できます。

【撮影場所】

リージョンプラザ上越
アイスアリーナ

過
去
に
学
び
、未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
を

【
記
念
対
談
】

小さい頃にこのリンクでアイス
ホッケーを始めて、後に国体に
出場した人もいます。
この施設があればこそですね。

―
―
昭
和
46
年
４
月
29
日
に
高
田
市
、
直

江
津
市
が
合
併
し
上
越
市
が
誕
生
し
て
か

ら
、
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
上
越
市
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
、

村
山
市
長
は
行
政
の
長
と
し
て
、
髙
橋
会

頭
は
地
域
経
済
界
の
代
表
と
し
て
、
ど
ん

な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

村
山
市
長　
年
表
か
ら
は
、
青
年
会
議
所

（
以
下
、「
Ｊ
Ｃ
」。）
の
活
動
が
上
越
市
誕

生
の
先せ
ん
べ
ん鞭
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
を
見
て

取
れ
ま
す
が
、
商
工
会
議
所
で
は
な
く
、

な
ぜ
Ｊ
Ｃ
に
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。

髙
橋
会
頭　
私
は
、
Ｊ
Ｃ
だ
か
ら
こ
そ
で

き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

若
い
人
た
ち
の
発
想
で
す
よ
ね
。
高
田
も

直
江
津
も
人
口
減
少
が
起
き
て
い
て
、
将

来
に
危
機
感
を
持
っ
た
若
者
が
、
ま
ず
は

昭
和
41
年
に
高
田
、
直
江
津
の
Ｊ
Ｃ
を
合

併
し
、
そ
の
後
６
年
間
で
上
越
市
の
誕
生

へ
と
つ
な
げ
た
わ
け
で
す
。

村
山
市
長　
高
田
と
直
江
津
が
合
併
し
た

昭
和
46
年
は
高
度
経
済
成
長
の
真
っ
た
だ

中
で
、
私
は
そ
の
年
に
地
元
を
離
れ
、
新

潟
県
庁
に
勤
め
ま
し
た
。
２
年
続
け
て
給

与
が
10
％
も
上
が
っ
た
よ
う
な
時
代
で
す
。

経
済
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
地
元
か
ら
東

京
な
ど
へ
労
働
力
と
し
て
出
て
行
っ
た
り
、

あ
る
い
は
進
学
率
が
上
が
っ
て
、
県
外
の

大
学
へ
行
く
人
も
増
え
た
り
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
、
現
在
の
少
子
高
齢
化
と
は
異

な
る
、
そ
う
い
う
要
因
で
の
過
疎
化
、
人

口
減
少
が
地
域
の
課
題
と
し
て
起
き
て
い

ま
し
た
。

髙
橋
会
頭　
こ
の
ま
ま
人
口
が
減
り
続
け

た
ら
高
田
も
直
江
津
も
将
来
が
危
う
い
か

ら
、
合
併
し
て
10
万
人
都
市
を
作
ろ
う
、

一
大
拠
点
を
作
ろ
う
、
と
い
う
情
熱
が
原

動
力
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

村
山
市
長　
当
時
の
人
口
は
高
田
市
が
約

７
万
４
千
人
、
直
江
津
市
が
約
４
万
３
千

人
で
し
た
か
ら
、
ま
ち
の
規
模
か
ら
す
れ

ば
高
田
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
高

田
の
歴
史
は
４
０
０
年
だ
、
直
江
津
は
８

０
０
年
だ
と
い
う
話
も
い
ま
だ
に
聞
こ
え

て
き
ま
す
が
、
合
併
を
進
め
よ
う
と
し
た

と
き
に
、
そ
う
い
う
こ
と
が
市
民
の
気
持

ち
の
中
で
障し
ょ
う

壁へ
き

に
な
ら
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

髙
橋
会
頭　
Ｊ
Ｃ
で
は
合
併
に
つ
い
て
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
て
、
約

８
割
の
人
は
合
併
に
賛
成
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｃ
が
精
力
的
に
活
動
し
た

結
果
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
自
分
た
ち
が
発

想
し
た
こ
と
が
市
民
の
共
感
を
得
た
と
い

う
こ
と
で
、
Ｊ
Ｃ
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
く
ん
で
す
よ
。

　
私
は
か
つ
て
、
当
時
活
動
し
て
い
た
先

輩
た
ち
に
「
当
時
の
Ｊ
Ｃ
に
は
、
高
い
理

想
を
持
っ
た
人
た
ち
が
そ
れ
ほ
ど
大
勢
い

た
も
の
か
」
と
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
答
え
は
、「
そ
う
じ
ゃ
な
い
」
と
。

一
部
の
人
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
だ
っ
た
け

れ
ど
も
、
そ
の
人
た
ち
が
み
ん
な
に
「
今

ま
で
の
よ
う
に
直
江
津
、
高
田
と
い
っ
て

い
て
、
将
来
が
あ
る
か
」
と
訴
え
て
い
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。「
分
か
っ
て
く
れ
な

い
人
と
は
、
徹
底
的
に
酒
を
酌く

み
交
わ
し

た
」
と
も
仰お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

　
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
自
分
の
経
験

の
中
で
歴
史
を
語
る
の
が
年
配
の
人
で
、

よ
り
理
想
と
い
う
か
、
素
晴
ら
し
い
未
来

を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
若
い
人

で
す
。
そ
れ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
の
が
良
い

社
会
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
や
っ
て
の

け
た
の
が
50
年
前
の
合
併
な
ん
で
す
よ
。

村
山
市
長　
昭
和
45
年
９
月
に
第
１
回
の

合
併
協
議
会
が
開
か
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か

半
年
ほ
ど
で
合
併
し
て
い
ま
す
。
普
通
で

し
た
ら
業
務
や
制
度
の
す
り
合
わ
せ
に
３

年
く
ら
い
は
必
要
で
す
か
ら
、
い
く
ら
Ｊ

Ｃ
に
情
熱
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
だ

け
で
は
こ
れ
だ
け
短
期
間
で
の
合
併
は
成

し
得
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

　
思
え
ば
、
私
が
県
庁
に
勤
め
た
最
初
の

課
で
、
年
度
途
中
に
課
長
が
変
わ
っ
た
ん

で
す
が
、
新
し
い
課
長
は
高
田
出
身
の
人

で
、
合
併
を
進
め
る
た
め
に
助
役
と
し
て

直
江
津
市
に
出
向
し
て
い
た
人
で
し
た
。

　
つ
ま
り
、
Ｊ
Ｃ
が
合
併
に
向
け
て
地
域

の
合
意
を
得
て
い
っ
た
傍か
た
わ

ら
で
、
両
市
の

行
政
も
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
て
合
併
が
果
た
さ

れ
た
後
で
、
そ
れ
ま
で
の
熱
が
「
合
併
し

て
よ
か
っ
た
ね
」
と
い
う
熱
に
変
わ
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

髙
橋
会
頭　
植
木
公
さ
ん
が
市
長
を
退
か

れ
た
後
で
、「
合
併
の
効
果
は
何
で
し
た
か
」

と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

２
つ
あ
っ
て
、
１
つ
は
10
万
人
都
市
で
な

け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
上
越
教
育
大
学
の

誘
致
で
、
も
う
１
つ
は
新
幹
線
だ
と
の
お

答
え
で
し
た
。

　
北
陸
新
幹
線
は
、
将
来
確
実
に
大
阪
ま

で
延え
ん
し
ん伸

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
州
に
新
幹

線
の
環
状
線
が
で
き
上
が
り
ま
す
。
上
越

妙
高
駅
が
新
潟
県
の
玄
関
口
と
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
こ
の
地
の
利
を
い
か
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
、
目
的
は

何
で
も
い
い
で
す
が
、
上
越
を
立
ち
寄
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
に
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

―
―
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
行
政
と
い
う
枠

組
み
が
出
て
き
た
１
３
０
０
年
前
か
ら
頸

城
郡
は
一
つ
で
、
上
杉
謙
信
公
の
治
世
を

経
て
江
戸
時
代
が
終
わ
る
ま
で
、
現
在
の

上
越
が
越
後
の
国
の
中
心
で
し
た
。
そ
れ

が
１
５
０
年
前
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
地

方
行
政
が
再
編
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
北
陸
新
幹
線
の
軌
道
も
、
か
つ
て

「
表お
も
て

日
本
」
で
あ
っ
た
日
本
海
側
の
往
来

に
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

村
山
市
長　
歴
史
を
大
き
く
俯ふ

瞰か
ん

し
た
と

き
に
、
こ
の
地
域
が
一
つ
に
な
る
と
い
う

必
然
性
が
あ
っ
て
、
平
成
17
年
に
14
市
町

村
の
合
併
と
い
う
形
で
そ
れ
が
果
た
さ
れ

た
と
。
交
通
の
要よ
う
衝し
ょ
う

と
し
て
、
今
ま
さ
に

拠
点
性
を
発
揮
で
き
る
時
代
に
来
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う

若
い
人
た
ち
に
向
け
て
、お
二
人
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

髙
橋
会
頭　
こ
れ
ま
で
先
輩
方
か
ら
お
聞

き
し
た
話
を
思
い
返
し
、
今
こ
う
し
て
50

年
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
こ
れ
だ
け
先

人
た
ち
が
ま
ち
の
未
来
を
想
い
、
勇
気
を

持
っ
て
合
併
と
い
う
道
を
選
ん
で
き
た
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
先
を
見
通
し

た
、
先
見
性
と
い
う
か
、
将
来
の
姿
を
描

く
こ
と
が
で
き
て
、そ
の
実
現
の
た
め
に
、

や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

　
平
成
の
大
合
併
は
、
昭
和
の
合
併
に
比

べ
て
国
策
と
し
て
の
色
が
濃
い
の
で
し
ょ

う
が
、
歴
史
を
辿た
ど
れ
ば
今
の
上
越
市
の
エ

リ
ア
は
か
つ
て
一
つ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
の
50
年

と
い
う
の
は
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
合
併

を
推
進
し
た
当
時
の
人
た
ち
が
苦
労
さ
れ

た
こ
と
を
一
時
で
も
思
い
、
将
来
の
上
越

を
作
っ
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
の
合
併
が
若
者
の
力
で
成
し
遂
げ

ら
れ
た
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
創
っ

て
い
く
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
が

将
来
ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
か
を
思
い
描
き
、

そ
の
た
め
に
行
動
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

村
山
市
長　
い
ま
、
歴
史
観
も
含
め
て
お

話
を
お
聞
き
す
る
と
、
私
が
最
初
に
感
じ

た
疑
問
に
つ
い
て
は
、合
併
す
る
に
あ
た
っ

て
関
わ
っ
た
人
た
ち
、
と
り
わ
け
若
い
人

た
ち
の
思
い
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
と
、
そ

の
時
の
勢
い
と
い
う
か
、
強
い
将
来
へ
の

期
待
と
行
動
が
10
万
人
、
12
万
人
の
都
市

を
作
る
大
き
な
力
に
な
っ
た
ん
だ
と
納
得

し
ま
し
た
。

　
根
底
に
は
、
地
域
を
愛
す
る
若
い
人
た

ち
が
大
勢
い
て
、
将
来
を
夢
見
な
が
ら
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
そ
う
し
て
成
し
遂
げ
た
上
越
市
の
誕

生
が
平
成
の
合
併
へ
と
つ
な
が
り
、
結
果

と
し
て
歴
史
に
培つ
ち
か

わ
れ
て
き
た
こ
の
地
域

の
一
体
感
の
よ
う
な
も
の
を
呼
び
起
こ
す

ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
と
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
高
田
も

直
江
津
も
13
区
も
な
く
、一
度
は
分
か
れ
、

今
再
び
一
緒
に
な
っ
た
こ
の
ま
ち
の
将
来

の
こ
と
を
、
次
代
を
担
う
若
い
人
た
ち
か

ら
リ
ー
ド
し
て
行
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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